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【 研究 成 果 の 概要 】  （ 文字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
高 校生 物 で も 紹介 さ れ る 「オ ー ガ ナ イザ ー 」 は 、胚 発 生 に おい て 頭 部 や背 側 構 造 の形 成 を 指 令す る

重 要な 領 域 で ある 。 1990 年 代 以 降、 こ の 領 域か ら 分泌 さ れ る 複数 の 因 子 （ Noggin や Chordin な ど）

が 、腹 側 化 を 促進 す る BMP シ グ ナル を 抑 制 す る こ とで 、 頭 部 ・背 側 領 域 の形 成 に 寄 与す る こ と が明 ら

か にさ れ て き た。 一 方 で 、類 似 し た 機能 を も つ 分子 が 同 じ 領域 か ら 同 時に 分 泌 さ れる 理 由 に つい て

は 、十 分 に 理 解さ れ て い ない 。  

本 研究 で は 、 両生 類 胚 を 用い て 、 オ ーガ ナ イ ザ ー由 来 の BMP 抑 制 因 子 が胚 発 生 過 程で ど の よ うに 機

能 する の か を 解析 し た 。 特に 、 各 因 子が 細 胞 外 環境 や 細 胞 表面 と ど の よう に 相 互 作用 す る か に着 目

し 、そ れ ら の 性質 の 違 い が胚 の パ タ ーン 形 成 に 与え る 影 響 を検 討 し た 。そ の 結 果 、複 数 の BMP 抑 制 因

子 は単 に 同 じ 機能 を 重 複 して 担 っ て いる の で は なく 、 細 胞 表面 へ の 結 合性 や 細 胞 外で の ふ る まい の 違

い に応 じ て 、 BMP シ グナ ル の空 間 的 制 御に 異 な る 影響 を 与 え る可 能 性 が 示さ れ た 。  

さ らに 、 関 連 分子 の 細 胞 外で の ふ る まい を 検 証 する た め の 実験 系 を 整 備し 、 そ の 性質 の 違 い が胚 発

生 の進 行 や 形 態形 成 に 影 響を 与 え る こと を 示 す 結果 を 得 た 。こ れ ら の 結果 は 、 従 来「 BMP を 抑 制す る

因 子」 と し て 一括 し て 理 解さ れ て き た分 子 群 に つい て 、 そ の機 能 が 細 胞外 で の 分 布、 局 在 、 膜近 傍 で

の 相互 作 用 に よっ て 多 様 化し て い る 可能 性 を 示 すも の で あ る。  

本 研究 に よ り 、オ ー ガ ナ イザ ー が 複 数の 分 泌 因 子を 用 い て 胚の 形 づ く りを 精 密 に 制御 す る 仕 組み に

つ いて 、 新 た な理 解 に つ なが る 知 見 が得 ら れ た 。特 に 、 発 生過 程 に お ける シ グ ナ ル分 子 の 量 的制 御 だ

け でな く 、 細 胞外 空 間 に おけ る 配 置 や局 在 制 御 が重 要 で あ るこ と を 示 唆す る 点 で 、本 研 究 は 発生 生 物

学 にお け る モ ルフ ォ ゲ ン 制御 機 構 の 理解 を 深 め る成 果 で あ る。 得 ら れ た成 果 の 一 部は 、 国 内 学会 で の

学 生発 表 お よ び国 内 外 で の招 待 講 演 にお い て 発 表し た 。 ま た、 今 後 は 国際 的 な 学 術論 文 と し ての 公 表

を 目指 し て 、 さら な る 解 析と 論 文 化 を進 め る 予 定で あ る 。  

【 研究 成 果 発 表方 法 】  

本 研究 成 果 お よび 関 連 す る研 究 成 果 につ い て 、 以下 の 通 り 、国 内 学 会 およ び 国 外 大学 で の 招 待講 演

等 によ り 発 表 した 。  
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